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 県では、事務事業評価システム、公共事業評価システム、新規事業評価システム、

政策効果測定システムの 4 つのシステムからなる「政策評価システム」を実施し、県

民への説明責任の向上、県民の県政への参加の促進、政策の質の向上、事務事業の整

理合理化を進めています。 
 そのうち、事務事業評価システムは、当初予算（平成１５年度は６月補正を含む）

に計上された事務事業について、その有効性等をできる限り客観的な指標を用いて評

価するシステムです。 
 この度、平成１５年度の事務事業評価の結果がまとまりましたので、その概要と各

所属が作成した所定の調書（事務事業カルテ）を別紙のとおり公開します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当（問合せ先） 
 事務事業評価結果全般 財務企画課 

事務事業カルテの内容 各 所 属 



平成１５年度事務事業評価結果の概要 

 

１ 評価対象事業数      １，８６５件   一般会計 １，８１７件 

                        特別会計    ３２件 

                        企業会計    １６件 

 

２ 成果主義に基づく事務事業の大胆なスクラップ 

 事務事業の評価に当たっては、民間、市町村の活力をどう県政に活かすかという基本

に立って、次の視点で事務事業を見直しました。 

 

（１）事務事業の見直し 

・ 国際交流について、県民益の観点から経済交流は県が、文化交流等は民間が行

うよう事業を見直し 

・ 観光振興やイメージアップについて、成果主義の観点から具体的な効果を求め、

焦点を絞って実施するよう事業を見直し 

 

（２）補助金の見直し 

・ 合併や規制緩和の動きを踏まえ、市町村の自立を促進する観点から、県行政と

役割分担するよう事業を見直し 

・ 外郭団体等についても、団体の自立を促進する観点から、重点化を図るよう事

業を見直し 

 

（３）行政組織の重点化・効率化 

・ 県民のニーズや費用対効果を踏まえ、行政組織の重点化・効率化を図るよう事

業を見直し 

 

３ 評価結果                         （単位 千円） 

区   分 件 数 事 業 費 うち一般財源 

廃  止 220 5,167,450 2,731,475 

 うち補助金 80 2,381,397 1,510,007 

縮  減 21 386,599 86,039 

 うち補助金 7 347,737 53,297 

計 241 5,554,049 2,817,514 

 うち補助金 87 2,729,134 1,563,304 

（参考） 

１４年度 400 7,935,716 5,205,709 

 うち補助金 134 3,312,576 2,881,269 



 

４ 事務事業見直しの主なもの 

（単位 千円） 
事  業  名 事業費 １６年度の対応 

 

 

１ 事務事業の見直し 

 国際女性の翼事業 

 国際青年の翼事業 

 外国青年受入事業 

 中国浙江省農林水産技術交流事業 

 プレゼントナイター事業 

 福井の特産贈呈事業 

 恐竜王国ふくいＰＲ事業 

 観光産業活性化誘客推進事業 

 

 

２ 補助金の見直し 

 新世紀市町村まちづくり支援事業補助金 

 

 地域活力創出支援事業補助金 

 

 

３ 行政組織の重点化・効率化 

 ニューヨーク事務所運営事業 

 ミラノ事務所運営事業 

 名古屋事務所運営事業 
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男女共同参画海外調査派遣事業 4,200

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

JR タイアップ観光客誘致事業 12,500 

 

 

 

市町村合併電算システム等 

整備事業補助金 320,000

－ 
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－ 

－ 

 

 

 

 

 


